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カ テ ゴ リ ー 用 語 報告者(午) 記 述 例
1 ｢運動｣という表現があるもの 触運動 高杉 (1978) ｢握るという触運動｣ ｢ビンの表面を指先でたどり､
触運動 内田ら(1979) 締め口にまで達するという触運動｣(高杉,1978)
触運動 寺田 (1980) ｢スライディングブロックなどを用いた縦､横､なな
手の運動触運動 中村ら(1980)神尾 1遠藤 9 めへの直線的な手の運動｣(遠藤,1990)
2 ｢探索｣という表現があるもの 手による探索 松Efl (1979) ｢探索 :ある対象を探しだして保持する､ブロックを
探索行動 吉田ら(1980) はずしたりはめたする所を探しだす｣(岸ら,1980)
探索活動 中村ら(1980) ｢手に触れたもの-手を伸ばす｣ ｢箱の中-手を入れ､
手指を用いた探索 岸ら (1980) お菓子を探す｣ことが ｢探索的な手の運動｣ (進,
手による探索行動探索行動的な手の運 今野ら(1980)藤井 4進 1984)
3 手掌による対象 触察 松田 (1979) ｢手で探り物に触る-(中略)-つかみ引き寄せ少し触.触覚的弁別 吉 ら 80 察し放る｣ ｢角や辺の系統だった触察｣(松田,1979)
の属性の精敵な 触察 松木 (1980) ｢対象物を自発的に触察し､属性の違いに関心を向け
認識をさすもの 触弁別 川島 (1980) て､触覚を介して対象物を弁別しようとする探索行
手の触覚的な探索 川島 (1984) 動｣(吉田ら,1980)
4 ｢操作｣という表現があるもの 手の操作 松田 (1979) ｢操作 :はずしたりはめたりする手の動きそのもの｣
手の操作 吉田ら(1980) (岸ら,1980)
手指を用いた操作 岸ら (1980) ｢取得 :ものを手もとに持ちていつて確かめるという
操作活動 重藤 (1982) 目的の運動で､ものに触れてから手もとに持つてい
手の操作 . 進 (1984) くまでの運動をさすO操作 :運動の結果､書や光を
取得 .操作 .到達 柴田 (1984) 出すという目的の運動であり､もV)に触れてから結果を得るまでの運動をさすo到達 :上記の運動を始めるために､ある事物や場所に向かって手を伸ばし始めてから到達するま の運動をさす｣(柴田,1984)
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④ 触 運 動 (手 の 運 動)- 下 記 の 手 の 動 き全 体





③ 手 の 操 作
棒差しの際､穴を探しだす 対象の材質や



































































Table3(1) 水準Ⅰ (全盲)の指導内容と方法 (教具)
報告者(午) 眼科学的所見 呈還冨芸 年齢 指導内容と方法 (教具) 慧警 霊
佐藤 (1981) 両眼網膜剥離 精神遅滞 1:09 感覚運動訓練 (寝返り､首すわりなど)､感 無
左眼視神経萎縮 小頭症 覚と運動との関連づけ､立方体ガラガラに
右眼白内障 脳性マヒ よる探索の促進
進 (1987)*不明 精神遅滞 2:00 玉入れによる位置の学習 奴
北島 (1984) 先天性小眼球 精神遅滞 2:05 円柱抜き､スライディングブロック､缶の 無
白内障 中から玉をとりだす､玉入れ
柴田 (1984) 皮質盲 精神遅滞 5:04 直線 ･鈎型の輪抜き､玉入れ､各種スライ 無
てんかん デイングブロック､音 ･光のスイッチ盤
脳性マヒ




内田ら(1979) 白内障 精神遅滞 6:10 缶の容器を用いた玩具の出し入れ､リング 無
てんかん 抜き､玉入れ
松田 (1979) 先天性無眼球症 精神遅滞 10:03 箱の中の玩具取り､リング差し､円柱差し､ 有
てんかん 玉入れ､リングと玉の分類学習など
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Table3(2)水準ⅠⅠ (光覚あり)の指導内容と方法 (教具)















精神遅滞 0:08 ガラガラなどによる事物の保持の促進､答 無




















精神遅滞 7:00 カン容器からピンポン五 ･ゴルフボールを
右下肢 取りだす課題､玉ころがし､リング抜き､
痩直マヒ 二種の物を箱に入れ分ける課題
中村ら(1980)急性硬膜下血腫 精神遅滞 7:07 7タ ･小円板 ･木玉の探索､棒抜き､スラ
(頭部外傷) てんかん イディングブロック(チャイム付き)､玉転
脳性マヒ がし
落合 (1987)*不明 精神遅滞 8:04 食事場面を利用したスプーンの探索
スタージ ･
ウェーバー
及川 (1979)*不明 精神遅滞 9:00 スライ ド盤 ･回転盤で食物を呈示し､手を
脳性マヒ 動かすなかで視覚機能の高次化を指導
進 (1984)皮質盲 (硬膜下水 精神遅滞 10:08 棒抜き､わっか入れ､箱や盆から菓子を取
膿による脳損傷) 脳性マヒ
岸ら (1980) 白内障 精神遅滞 13:00
てんかん
脳性マヒ
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Table3(3) 水準11 (手動弁､注 ･追視可)の指導内容と方法 (教具)
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Table4 指導経過において対象児の視覚機能が改善された報告
報告者(午, 眼科学的所見 芸諾 芸 年齢
指導期間 視覚機能の
(密度) 水準の変化
佐藤 (1981) 両眼網膜剥雛 精神遅滞
左限視神経萎縮 小頭症
右眼白内障 脳性マヒ
柴田 (1984) 皮質盲 精神遅滞
てんかん
脳性マヒ
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水準 視覚機能 ステップ 2注 .追視の促進 ㍍ =完 筆 重 態 可ⅠⅠ (教具) (起き上がりこぼし)
水準ⅠⅠ 視覚機能(教具) 視覚機能の確認 .促進(ペンライト.電灯)
触 探 索(教具) I (水準Ⅰとほぼ同様の指導) Il l
水準_Ⅰ 触 探 索 l l
l l到達-把握行動-対象を探しだす-滑らす .抜く→差す .はめる 触察 .分類
(手の運動の触発) (運動の方向づけ) (材質 .形態の異
(教具) (スライディングブロック). なる事物)ステップ 2′
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